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第
一
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則
（
第
一
条
―
第
十
一
条
） 

第
二
章 

文
化
の
振
興
等
に
関
す
る
基
本
的
施
策 

第
一
節 

文
化
の
振
興
（
第
十
二
条
―
第
十
四
条
） 

第
二
節 

文
化
に
ふ
れ
親
し
み
、
創
造
す
る
環
境
づ
く
り
（
第
十
五
条
―
第
二
十
条
） 

第
三
節 

文
化
を
育
み
、
継
承
す
る
人
材
の
育
成
（
第
二
十
一
条
・
第
二
十
二
条
） 

第
四
節 

三
重
の
歴
史
的
資
産
等
の
保
存
、
活
用
及
び
継
承
（
第
二
十
三
条
―
第
二
十
五
条
） 

第
五
節 

文
化
を
生
か
し
た
地
域
の
活
性
化
と
魅
力
の
発
信
（
第
二
十
六
条
―
第
二
十
九
条
） 

第
三
章 

三
重
県
文
化
審
議
会
（
第
三
十
条
―
第
三
十
六
条
） 

附
則 

文
化
は
、
人
が
本
来
有
し
て
い
る
創
造
性
を
育
み
、
そ
の
表
現
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
お
互
い
を
理

解
し
尊
重
し
合
う
気
持
ち
を
醸
成
し
、
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
心
豊
か
で
平
和
な
社
会
を

形
成
す
る
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
文
化
は
、
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
育
む
の
み
な
ら
ず
、
広
く
社

会
全
体
に
も
波
及
し
、
社
会
の
諸
課
題
の
改
善
や
解
決
に
寄
与
す
る
強
い
力
を
有
す
る
こ
と
を
、
私
た
ち

は
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。 

三
重
県
は
、
日
本
列
島
の
中
央
に
位
置
し
、
南
北
に
長
い
県
土
を
持
ち
、
伊
勢
湾
、
熊
野
灘
に
面
し
、

変
化
に
富
ん
だ
地
形
と
、
多
様
で
豊
か
な
自
然
環
境
を
有
し
て
い
る
。 

こ
う
し
た
自
然
環
境
を
背
景
に
、
人
々
は
暮
ら
し
の
中
で
文
化
を
育
ん
で
き
た
。
地
域
の
環
境
に
応
じ

た
農
業
や
林
業
、
漁
業
に
関
係
す
る
文
化
を
生
み
、
そ
れ
ら
は
棚
田
や
森
林
の
景
観
、
海
女
漁
の
技
術
等

と
し
て
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
ま
た
、
各
地
に
は
山
・
鉾ほ

こ

・
屋
台
行
事
を
は
じ
め
、
地
域
に
根

差
し
た
祭
り
や
行
事
が
育
ま
れ
、
豊
か
な
歴
史
や
文
化
が
今
日
も
存
在
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
こ
の
三
重
の
地
は
伊
勢
と
熊
野
を
擁
し
て
い
る
。
伊
勢
は
、
古
代
よ
り
、
朝
廷
が
斎
宮
を
設

け
て
祭
祀
を
行
い
、
江
戸
時
代
に
は
民
衆
が
全
国
か
ら
お
伊
勢
参
り
を
行
っ
た
地
で
あ
る
。
熊
野
は
、
江

戸
時
代
に
は
西
国
巡
礼
と
結
び
つ
い
て
、
民
衆
が
伊
勢
か
ら
伊
勢
路
を
経
て
向
か
っ
た
地
で
あ
る
。
全
国

の
人
々
が
憧
れ
、
訪
れ
る
日
本
の
精
神
文
化
の
源
流
と
も
い
う
べ
き
拠
点
が
あ
る
こ
と
は
、
三
重
の
文
化

の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
。 

旅
人
が
三
重
の
地
を
次
々
と
訪
れ
る
中
で
、
三
重
の
人
々
は
、
餅
な
ど
様
々
な
郷
土
の
食
を
提
供
し
、

お
か
げ
参
り
の
人
々
を
助
け
、
西
国
巡
礼
者
に
善
根

ぜ
ん
こ
ん

宿や
ど

を
設
け
る
な
ど
、
旅
人
を
手
厚
く
も
て
な
し
た
。

こ
う
し
て
外
部
の
人
々
や
文
化
を
懐
深
く
受
け
入
れ
る
寛
容
さ
や
温
か
い
も
て
な
し
の
心
が
育
ま
れ
た
。 

同
時
に
、
三
重
の
地
か
ら
全
国
に
向
け
て
文
化
が
発
信
さ
れ
た
。
伊
勢
型
紙
を
使
っ
た
染
め
物
は
全
国

で
流
行
し
、
伊
勢
商
人
は
江
戸
に
店
を
構
え
て
郷
土
の
物
産
を
商
っ
た
。
明
治
時
代
以
降
も
伊
賀
焼
や
萬

古
焼
が
生
産
さ
れ
る
な
ど
、
文
化
が
地
域
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
き
た
。 

【第 6 号 三重県文化振興条例案】                                               1 



こ
う
し
た
世
代
を
超
え
て
引
き
継
が
れ
、
今
日
の
地
域
社
会
の
精
神
的
な
基
盤
と
な
る
文
化
は
、
私
た

ち
県
民
が
拠
っ
て
立
つ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
そ
の
も
の
で
あ
る
。 

二
十
一
世
紀
に
入
り
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
急
速
な
進
展
な
ど
、
刻
々
と
大
き

く
変
化
す
る
状
況
の
中
で
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
私
た
ち
は
、

こ
れ
ま
で
培
わ
れ
た
三
重
の
文
化
の
土
壌
を
未
来
へ
と
継
承
し
、
地
域
に
お
け
る
文
化
の
力
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

私
た
ち
は
、
今
改
め
て
三
重
の
多
様
で
特
色
あ
る
文
化
を
見
つ
め
直
し
、
そ
の
魅
力
を
発
信
す
る
と
と

も
に
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
誰
も
が
文
化
に
ふ
れ
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
み
な
が
ら
、
先
人
の
作
り
あ
げ
た
文
化
の
継
承
、
発
展
、
そ
し
て
新
た
な
文
化
の
創
造
に
つ
な

げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

こ
こ
に
、
私
た
ち
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
自
主
性
や
創
造
性
を
発
揮
し
、
郷
土
へ
の
誇
り
と
愛
着
を

育
み
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
生
き
が
い
や
心
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
、
活
力
あ
る
三
重
の
実
現
を
目

指
し
て
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
。 

第
一
章 

総
則 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
文
化
の
振
興
及
び
文
化
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
る
価
値
の
活
用
（
以
下
「
文
化
の

振
興
等
」
と
い
う
。
）
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
県
の
責
務
等
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
文

化
の
振
興
等
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
施
策
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
推
進
し
、
も
っ
て
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
と
心
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
県
民
生
活
及
び

活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
基
本
理
念
） 

第
二
条 

文
化
の
振
興
等
に
当
た
っ
て
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
文
化
に
関
す
る
活
動
（
以
下
「
文
化
活

動
」
と
い
う
。
）
の
主
体
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
下
、
そ
の
自
主
性
が
十
分
に
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

２ 

文
化
の
振
興
等
に
当
た
っ
て
は
、
文
化
活
動
を
行
う
者
の
創
造
性
が
十
分
に
尊
重
さ
れ
る
と
と
も
に
、

そ
の
能
力
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

文
化
の
振
興
等
に
当
た
っ
て
は
、
文
化
を
創
造
し
、
享
受
す
る
こ
と
が
人
々
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
権

利
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
県
民
が
そ
の
年
齢
、
障
が
い
の
有
無
、
経
済
的
な
状
況
、
居
住
す
る
地
域
等

に
か
か
わ
ら
ず
等
し
く
、
文
化
を
鑑
賞
し
、
こ
れ
に
参
加
し
、
又
は
こ
れ
を
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
環
境
の
整
備
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

文
化
の
振
興
等
に
当
た
っ
て
は
、
県
民
が
、
三
重
の
歴
史
的
資
産
等
（
本
県
の
各
地
域
で
継
承
さ
れ

て
き
た
芸
能
、
行
事
、
文
化
財
そ
の
他
の
伝
統
文
化
を
い
う
。
）
を
通
じ
て
、
三
重
の
文
化
に
対
す
る

関
心
と
理
解
を
深
め
、
郷
土
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

５ 

文
化
の
振
興
等
に
当
た
っ
て
は
、
三
重
の
自
然
、
歴
史
及
び
風
土
に
培
わ
れ
て
き
た
多
様
で
特
色
あ

る
文
化
が
、
県
民
の
共
通
の
財
産
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
下
、
そ
の
保
護
及
び
発
展
が
図
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

６ 

文
化
の
振
興
等
に
当
た
っ
て
は
、
三
重
の
文
化
が
広
く
国
内
外
へ
発
信
さ
れ
る
と
と
も
に
、
文
化
に

関
す
る
交
流
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

７ 

文
化
の
振
興
等
に
当
た
っ
て
は
、
乳
幼
児
、
児
童
、
生
徒
等
（
第
六
条
及
び
第
十
八
条
に
お
い
て
「
子
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ど
も
た
ち
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
文
化
に
関
す
る
教
育
の
重
要
性
が
考
慮
さ
れ
る
と
と
も
に
、
教
育

機
関
、
文
化
活
動
を
行
う
者
及
び
団
体
（
以
下
「
文
化
団
体
等
」
と
い
う
。
）
、
家
庭
並
び
に
地
域
に

お
け
る
活
動
の
相
互
の
連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

８ 

文
化
の
振
興
等
に
当
た
っ
て
は
、
文
化
活
動
を
行
う
者
そ
の
他
広
く
県
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ

う
十
分
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

９ 

文
化
の
振
興
等
に
当
た
っ
て
は
、
文
化
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
る
様
々
な
価
値
を
文
化
の
継
承
、
発
展

及
び
創
造
に
生
か
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
文
化
の
固
有
の
意
義
と
価
値
を
尊
重
し
つ
つ
、

観
光
、
ま
ち
づ
く
り
、
国
際
交
流
、
福
祉
、
教
育
、
産
業
そ
の
他
の
各
関
連
分
野
に
お
け
る
施
策
と
の

有
機
的
な
連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
県
の
責
務
） 

第
三
条 

県
は
、
前
条
に
定
め
る
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
文
化
の
振
興
等
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。 

（
県
民
の
役
割
） 

第
四
条 

県
民
は
、
文
化
に
つ
い
て
の
関
心
及
び
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
自
主
的
か
つ
主
体
的
な
文

化
活
動
を
通
じ
て
、
文
化
の
振
興
等
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
文
化
団
体
等
の
役
割
） 

第
五
条 

文
化
団
体
等
は
、
自
主
的
か
つ
主
体
的
に
文
化
活
動
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
文
化
の
振
興

等
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
教
育
機
関
の
役
割
） 

第
六
条 

教
育
機
関
は
、
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
と
す
る
県
民
の
感
性
及
び
創
造
性
を
育
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
文
化
に
ふ
れ
親
し
む
機
会
の
創
出
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

高
等
教
育
機
関
等
は
、
専
門
的
知
識
を
生
か
し
た
調
査
研
究
等
を
通
じ
て
、
文
化
の
振
興
等
に
積
極

的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
事
業
者
の
役
割
） 

第
七
条 

事
業
者
は
、
文
化
に
つ
い
て
の
関
心
及
び
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
文
化
活
動
へ
の
参
画
又

は
支
援
を
通
じ
て
、
文
化
の
振
興
等
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
市
町
等
と
の
連
携
） 

第
八
条 

県
は
、
市
町
が
地
域
に
お
け
る
文
化
の
振
興
等
に
お
い
て
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、
文

化
の
振
興
等
に
関
す
る
施
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
市
町
と
の
連
携
を
図
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

県
は
、
文
化
の
振
興
等
に
当
た
っ
て
は
、
文
化
団
体
等
、
教
育
機
関
、
事
業
者
そ
の
他
の
関
係
者
と

の
連
携
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
基
本
計
画
） 

第
九
条 

知
事
は
、
文
化
の
振
興
等
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
文
化

の
振
興
等
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る

も
の
と
す
る
。 

２ 

知
事
は
、
基
本
計
画
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
三
重
県
文
化
審
議
会
の
意
見
を
聴

く
と
と
も
に
、
県
民
の
意
見
を
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

知
事
は
、
基
本
計
画
を
定
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

前
二
項
の
規
定
は
、
基
本
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

（
財
政
上
の
措
置
） 
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第
十
条 

県
は
、
文
化
の
振
興
等
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る

よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
推
進
体
制
の
整
備
） 

第
十
一
条 
県
は
、
文
化
の
振
興
等
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
を
整
備
す
る
も
の

と
す
る
。 

第
二
章 
文
化
の
振
興
等
に
関
す
る
基
本
的
施
策 

第
一
節 

文
化
の
振
興 

（
芸
術
の
振
興
） 

第
十
二
条 

県
は
、
文
学
、
音
楽
、
美
術
、
写
真
、
演
劇
、
舞
踊
、
メ
デ
ィ
ア
芸
術
（
映
画
、
漫
画
、
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
及
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
そ
の
他
の
電
子
機
器
等
を
利
用
し
た
芸
術
を
い
う
。
）
そ
の
他
の

芸
術
の
振
興
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
公
演
、
展
示
等
へ
の
支
援
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
。 

（
芸
能
の
振
興
） 

第
十
三
条 

県
は
、
講
談
、
落
語
、
浪
曲
、
漫
談
、
漫
才
、
歌
唱
そ
の
他
の
芸
能
（
第
二
十
四
条
に
規
定

す
る
伝
統
芸
能
及
び
民
俗
芸
能
を
除
く
。
）
の
振
興
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
公
演
等
へ
の
支
援
そ
の

他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

（
生
活
文
化
の
振
興
及
び
国
民
娯
楽
の
普
及
） 

第
十
四
条 

県
は
、
生
活
文
化
（
茶
道
、
華
道
、
書
道
、
食
文
化
そ
の
他
の
生
活
に
係
る
文
化
を
い
う
。
）

の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
国
民
娯
楽
（
囲
碁
、
将
棋
そ
の
他
の
国
民
的
娯
楽
を
い
う
。
）
の
普
及
を

図
る
た
め
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
活
動
へ
の
支
援
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

第
二
節 

文
化
に
ふ
れ
親
し
み
、
創
造
す
る
環
境
づ
く
り 

（
県
民
の
文
化
に
対
す
る
関
心
及
び
理
解
の
醸
成
） 

第
十
五
条 

県
は
、
県
民
の
文
化
に
対
す
る
関
心
及
び
理
解
を
深
め
る
た
め
、
普
及
啓
発
そ
の
他
の
必
要

な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

（
県
民
の
鑑
賞
等
の
機
会
の
充
実
） 

第
十
六
条 

県
は
、
広
く
県
民
が
自
主
的
に
文
化
を
鑑
賞
し
、
こ
れ
に
参
加
し
、
又
は
こ
れ
を
創
造
す
る

機
会
の
充
実
を
図
る
た
め
、
文
化
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
提
供
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る

も
の
と
す
る
。 

（
高
齢
者
、
障
が
い
者
等
の
文
化
活
動
の
充
実
） 

第
十
七
条 

県
は
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
等
が
行
う
文
化
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
者
に
よ

る
文
化
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
な
環
境
の
整
備
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

（
子
ど
も
た
ち
の
文
化
活
動
の
充
実
） 

第
十
八
条 

県
は
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
感
性
及
び
創
造
性
並
び
に
郷
土
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
育
む
た

め
、
子
ど
も
た
ち
が
文
化
に
ふ
れ
親
し
む
機
会
の
創
出
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
文
化
活
動
へ
の
支
援
そ

の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

（
文
化
活
動
へ
の
支
援
） 

第
十
九
条 

県
は
、
文
化
団
体
等
が
行
う
文
化
活
動
が
自
主
的
に
行
わ
れ
、
継
続
し
、
及
び
発
展
す
る
よ

う
、
そ
の
活
動
へ
の
支
援
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

県
は
、
個
人
又
は
事
業
者
に
よ
る
文
化
活
動
に
対
す
る
支
援
活
動
の
促
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
普
及

啓
発
、
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 
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（
文
化
施
設
の
充
実
） 

第
二
十
条 

県
は
、
自
ら
が
設
置
す
る
文
化
施
設
に
関
し
て
、
施
設
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
文
化

活
動
の
拠
点
と
し
て
、
文
化
の
鑑
賞
、
活
動
及
び
交
流
の
場
と
し
て
の
機
能
の
充
実
を
図
る
た
め
、
施

設
の
整
備
、
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

第
三
節 

文
化
を
育
み
、
継
承
す
る
人
材
の
育
成 

（
文
化
の
担
い
手
の
育
成
及
び
確
保
） 

第
二
十
一
条 

県
は
、
文
化
に
関
す
る
創
造
的
活
動
を
行
う
者
、
文
化
の
継
承
に
関
す
る
活
動
を
行
う
者
、

有
形
及
び
無
形
の
文
化
財
並
び
に
そ
の
保
存
技
術
（
第
二
十
三
条
に
お
い
て
「
文
化
財
等
」
と
い
う
。
）

の
保
存
及
び
活
用
に
関
す
る
専
門
的
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
者
、
文
化
活
動
に
関
す
る
企
画
及
び
制

作
を
行
う
者
、
文
化
施
設
の
管
理
及
び
運
営
を
行
う
者
そ
の
他
の
文
化
の
担
い
手
の
育
成
及
び
確
保
を

図
る
た
め
、
研
修
の
機
会
の
確
保
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

（
顕
彰
） 

第
二
十
二
条 

県
は
、
文
化
活
動
で
顕
著
な
成
果
を
収
め
た
者
及
び
文
化
の
振
興
に
寄
与
し
た
者
を
顕
彰

す
る
も
の
と
す
る
。 

第
四
節 

三
重
の
歴
史
的
資
産
等
の
保
存
、
活
用
及
び
継
承 

（
文
化
財
等
の
保
存
、
活
用
及
び
継
承
） 

第
二
十
三
条 

県
は
、
文
化
財
等
の
保
存
、
活
用
及
び
継
承
を
図
る
た
め
、
文
化
財
等
の
所
有
者
等
が
実

施
す
る
修
復
、
防
災
対
策
、
公
開
等
へ
の
支
援
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

（
伝
統
芸
能
等
の
継
承
及
び
発
展
） 

第
二
十
四
条 

県
は
、
伝
統
芸
能
（
雅
楽
、
能
楽
そ
の
他
の
我
が
国
古
来
の
伝
統
的
な
芸
能
を
い
う
。
）
、

民
俗
芸
能
（
神
楽
、
風
流
、
民
謡
そ
の
他
の
地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
民
俗
的
な
芸
能
を
い
う
。
）

及
び
祭
り
、
年
中
行
事
そ
の
他
の
地
域
の
歴
史
及
び
風
土
の
中
で
形
成
さ
れ
て
き
た
文
化
の
継
承
及
び

発
展
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
活
動
へ
の
支
援
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

（
伝
統
工
芸
の
継
承
及
び
発
展
） 

第
二
十
五
条 

県
は
、
伝
統
工
芸
（
先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
陶
芸
、
染
織
そ
の
他
の
伝
統
的
な
工

芸
を
い
う
。
）
の
継
承
及
び
発
展
を
図
る
た
め
、
そ
の
作
品
の
展
示
等
へ
の
支
援
そ
の
他
の
必
要
な
施

策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

第
五
節 

文
化
を
生
か
し
た
地
域
の
活
性
化
と
魅
力
の
発
信 

（
文
化
を
生
か
し
た
地
域
の
活
性
化
） 

第
二
十
六
条 

県
は
、
文
化
が
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
よ
う
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

文
化
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

（
文
化
と
観
光
等
と
の
連
携
） 

第
二
十
七
条 

県
は
、
観
光
そ
の
他
の
産
業
の
発
展
と
と
も
に
地
域
に
お
け
る
文
化
の
振
興
等
を
図
る
た

め
、
文
化
と
観
光
そ
の
他
の
産
業
と
の
相
互
の
連
携
の
促
進
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と

す
る
。 

（
歴
史
及
び
伝
統
文
化
を
生
か
し
た
郷
土
愛
の
醸
成
） 

第
二
十
八
条 

県
は
、
県
民
が
三
重
の
文
化
を
通
じ
て
郷
土
に
対
す
る
誇
り
と
愛
着
を
育
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
郷
土
の
歴
史
及
び
伝
統
文
化
を
学
ぶ
機
会
の
創
出
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と

す
る
。 

（
三
重
の
文
化
の
魅
力
の
発
信
と
交
流
の
推
進
） 

【第 6 号 三重県文化振興条例案】                                               5 



第
二
十
九
条 

県
は
、
三
重
の
文
化
の
魅
力
に
関
す
る
情
報
を
積
極
的
に
国
内
外
に
向
け
て
発
信
す
る
と

と
も
に
、
文
化
活
動
を
通
じ
た
相
互
理
解
を
図
る
た
め
、
文
化
に
よ
る
地
域
間
の
交
流
等
の
推
進
そ
の

他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

第
三
章 

三
重
県
文
化
審
議
会 

（
設
置
） 

第
三
十
条 

文
化
の
振
興
等
に
資
す
る
た
め
、
三
重
県
文
化
審
議
会
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
審
議
会
」

と
い
う
。
）
を
置
く
。 

（
所
掌
事
項
） 

第
三
十
一
条 

審
議
会
は
、
第
九
条
第
二
項
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規

定
す
る
事
項
を
処
理
す
る
ほ
か
、
知
事
の
諮
問
に
応
じ
、
文
化
の
振
興
等
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い

て
調
査
審
議
す
る
。 

（
委
員
） 

第
三
十
二
条 

審
議
会
は
、
委
員
二
十
人
以
内
で
組
織
す
る
。 

２ 

委
員
は
、
学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
知
事
が
任
命
す
る
。 

３ 

委
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。 

４ 

委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
専
門
委
員
） 

第
三
十
三
条 

審
議
会
に
、
専
門
事
項
を
調
査
さ
せ
る
た
め
、
専
門
委
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

専
門
委
員
は
、
学
識
経
験
を
有
す
る
者
及
び
関
係
行
政
機
関
の
職
員
の
う
ち
か
ら
知
事
が
任
命
す
る
。 

３ 

専
門
委
員
は
、
当
該
専
門
の
事
項
に
関
す
る
調
査
が
終
了
し
た
と
き
に
解
任
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。 

（
会
長
等
） 

第
三
十
四
条 

審
議
会
に
会
長
一
名
及
び
副
会
長
一
名
を
置
く
。 

２ 

会
長
及
び
副
会
長
は
、
委
員
が
互
選
す
る
。 

３ 

会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
審
議
会
を
代
表
す
る
。 

４ 

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。 

５ 

会
長
及
び
副
会
長
に
と
も
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
会
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
委
員
が
会
長
の

職
務
を
代
理
す
る
。 

（
会
議
） 

第
三
十
五
条 

審
議
会
の
会
議
は
、
会
長
が
招
集
し
、
会
長
が
議
長
と
な
る
。 

２ 

審
議
会
の
会
議
は
、
委
員
の
二
分
の
一
以
上
が
出
席
し
な
け
れ
ば
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。 

３ 

審
議
会
の
議
事
は
、
出
席
し
た
委
員
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。 

（
委
任
） 

第
三
十
六
条 

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
議
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
会
長
が
審

議
会
に
は
か
っ
て
定
め
る
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
三
重
県
文
化
審
議
会
条
例
の
廃
止
） 

２ 

三
重
県
文
化
審
議
会
条
例
（
昭
和
四
十
六
年
三
重
県
条
例
第
三
十
三
号
）
は
、
廃
止
す
る
。 
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（
経
過
措
置
） 

３ 
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
の
前
日
に
お
い
て
三
重
県
文
化
審
議
会
の
委
員
で
あ
る
者
は
、
こ
の
条
例
の

施
行
の
日
に
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
三
重
県
文
化
審
議
会
の
委
員
と
し
て
任
命
さ
れ
た
も

の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
任
命
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
者
の
任
期
は
、
同
条
第

三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
同
日
に
お
け

る
従
前
の
三
重
県
文
化
審
議
会
の
委
員
と
し
て
の
任
期
の
残
任
期
間
と
同
一
の
期
間
と
す
る
。 

 

提
案
理
由 

本
県
の
文
化
の
振
興
及
び
文
化
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
る
価
値
の
活
用
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
し
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
と
心
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
県
民
生
活
及
び
活
力
あ
る
地

域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
た
め
、
当
該
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、

こ
の
議
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 
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